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◆　平成１８年度決算について
　　・会計経理はすべて適正であった
　　・公共工事の抑制、人件費・物件費等の行財政改革の効果が財政面に現れてい

る。今後とも健全化に向けて努力されたい。

歳出総額 １２０億円 その成果はあったか
平成 18年度　一般会計・各特別会計決算を認定

歳出総額 １２０億円 その成果はあったか
平成 18年度　一般会計・各特別会計決算を認定

億円 その成果はあったか
会計・各特別会計決算を認定

監査委員の意監査委員の意見見

一般会計 歳 入 ７ ４ 億 ８ 千 万 円
　　　　 歳 出 ７ ０ 億 ５ 千 万 円
特別会計 ７会計と事業会計（水道）も認定

歳　　入
127.３億円

歳　　出
120.1 億円一般会計

74.8
国民健康保険
19.3

老人保健
17.3

7.9

3.5公共下水道事業

農業集落排水事業
温泉施設　3.0

北部簡易水道事業　0.9
南部簡易水道事業　0.7

一般会計
70.5

単位：億円

国民健康保険
18.6

老人保健
17.2

6.4

3.4公共下水道事業

農業集落排水事業
温泉施設　2.7

北部簡易水道事業　0.7
南部簡易水道事業　0.5

定　例　会
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平成 18年度　一般会計・各特別会計決算を認定

歳出総額 １２０億円 その成果はあったか
平成 18年度　一般会計・各特別会計決算を認定

どう活か
されたか

歳出総額 １２０億
平成 18年度　一般会

 
主　

な　

事　

業 

温
知
小
改
築　
 

６
億
９
８
７
万
円

 

（
総
事
業
費　

９
億
８
６
１
１
万
円
）

池
田
南
部
公
園
整
備　
 

８
０
７
４
万
円

池
田
山
平
成
線
開
設　
 

３
８
７
４
万
円

杉
野
交
差
点
改
良　
 

２
７
０
０
万
円

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設 

３
０
１
９
万
円

 
町
民
１
人
当
た
り
の
税
負
担 

池
田
町 

９
万
９
９
８
０
円

類
似
町 

　

万
９
３
８
円

１３

 
町
民
１
人
当
た
り
歳
出
額 

池
田
町 

　

万
７
０
４
０
円

２８

類
似
町 

　

万
９
４
３
８
円

３１

 
起
債
未
償
還
額 
（
借
金
）

一
般
会
計 

　

億
９
６
４
１
万
円

６７

 

（
一
人
当
た
り　
　

万
７
４
０
４
円
）

２７

特
別
会
計 

　

億
７
５
５
７
万
円

８６

 

（
一
人
当
た
り　
　

万
４
１
０
５
円
）

３５

　

計 

　

億
７
１
９
８
万
円

１５４

 

（
一
人
当
た
り　
　

万
１
５
０
９
円
）

６３

 
人　

事　

案　

件 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　

河　

野　

和　

通

　
　
　
　

池
田
町
宮
地
九
四
六
番
地
の
一

池田山 林道

揖斐川町春日

垂
井
町

山頂

霞間ヶ渓 安国寺池田温泉

林道　明神線（16.3km）
林道　平成線（4.2kmの内166m開設）

（片山） （藤代） （小寺）

９　月　定
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一 般 質 問

窪田弘子 議員

　

特
に
先
進
地
と
の
交
流

は
や
る
気
の
あ
る
職
員
に

と
っ
て
い
い
経
験
だ
。多
く

の
自
治
体
が
や
っ
て
い
る
。

池田温泉付近の航空写真
点線わく内のみ町有地
（土地開発公社のも含む）

形
・
交
通
の
便
か
ら
も
将
来

の
温
泉
建
設
用
地
と
し
て

最
適
、
何
も
建
て
ず
残
す

べ
き
だ
。
補
助
金
を
も

ら
っ
て
建
て
た
ら
も
う
壊

せ
な
い
。

　

新
館
は
道
路
改
良
で
道

も
今
よ
り　

ｍ
下
が
っ
て

１.５

登
る
の
も
大
変
に
な
る
の

に
、
道
の
駅
が
出
来
た
ら

温
泉
客
は
さ
ら
に
駐
車
場

が
遠
く
不
便
に
な
る
。
お

客
様
を
大
事
に
し
な
い
と
。

道
の
駅
の
主
目
的
は
地
元

農
産
物
販
売
。
そ
れ
は
東

の
方
に
土
地
だ
け
貸
し
て

民
間
に
経
営
し
て
も
ら
え

ば
い
い
話
だ
。

　

池
田
温
泉
の
本
館
新
館

と
も
土
石
流
危
険
区
域
に

あ
り
、
北
側
は
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所
で
谷
の
合

流
点
が
あ
る
。
南
の
駐
車

場
の
南
の
山
は
砂
防
指
定

地
。
集
中
豪
雨
や
地
震
災

害
も
想
定
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
今
度
町
が
買
っ

た
南
の
駐
車
場
は
ポ
ッ
カ

リ
安
全
地
帯
で
広
さ
・
地

NN

「
道
の
駅
」
は

　

池
田
温
泉
の
た
め
に
な
ら
な
い

私
（
町
長
）
の
選
挙
公
約
の
一
つ
だ

職
員
の
人
事
交
流
を
し
て

　

行
政
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

機
会
が
あ
れ
ば
進
め
て
い
く

　

必
然
性
の
な
い
道
の
駅

に
３
億
５
千
万
円
は
使
え

な
い
。
少
し
で
も
余
裕
が

あ
っ
た
ら
、
平
成　

年
ま

３８

で
か
か
る
下
水
道
事
業
を

早
め
る
な
り
、
八
幡
小
改

築
に
取
り
か
か
る
べ
き
だ
。

善
政
競
争
に
は
必
要
だ
。

 
町　

長 

　

民
間
派
遣
も
含
め
考
え

池田温泉新館

トンネル

ふれあい街道

急傾斜地崩壊危険箇所 土石流危険区域
谷砂防指定地

本館

井振谷

金地谷 至大垣

至垂井

至岐阜

岐関線

クリーンセンター

池田温泉新館

トンネル

本館

井振谷

金地谷 至大垣

堂ヶ谷堂ヶ谷 ふれあい街道

駐車場

真中の安全地帯（駐車場）が道の駅予定地

 
町　

長 

　

ま
だ
総
事
業
費
も
つ
か

ん
で
い
な
い
が
、
建
て
る

の
は
真
中
の
西
北
よ
り
の

部
分
で
小
さ
い
も
の
だ
。

温
泉
を
建
て
直
す
に
し
て

も
土
地
は
充
分
あ
る
。

て
い
る
。
職
員
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
自

己
研
鑽
す
る
よ
う
言
っ
て

い
る
。

道の駅立地検討調査委託業務
平成１８年１２月

概　要
　計画地は、池田温泉と斜向かいとなる土
地にあって大垣池田線と岐阜関ヶ原線に
面している約２５,０００㎡の広大な敷地である。
今回の計画では、現在盛況である池田温泉
の駐車場も兼ねた一体の計画として道の
駅登録申請を行うものである。また、岐阜
関ヶ原線にあって現在工事中のトンネル
も開通し、池田温泉の利用者はますます増
えるものと考えられる。
　当該計画地においては現在温泉施設の
並びで農産物販売所が建てられているが
池田温泉の賑わいに乗じて盛況となって
いる。これらの状況を踏まえ道の駅とし
ては農産物販売所を取り込み地域振興施
設を併設する方針である。

池田町役場

道の駅は農産物販売所が中心
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一 般 質 問
　

東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
の
海
溝
型
地
震
の
他
に

活
断
層
に
よ
る
内
陸
型
地

震
な
ど
大
規
模
地
震
が
予

想
さ
れ
る
。
町
は
東
南

海
・
南
海
地
震
の
対
策
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
対
策
を
聞
き
た
い
。

①
防
災
計
画
の
進
み
具
合

②
備
蓄
品

③
避
難
所
の
体
制

④
自
主
防
災
組
織
の
災
害

復
旧
用
品
の
注
文
リ
ス
ト

⑤
災
害
時
の
要
援
護
者
対

応⑥
住
民
へ
の
啓
蒙

倉地幸子 議員
 
町　

長 

①
過
去
２
回
、
地
域
防
災

会
議
で
大
地
震
へ
の
対
策

や
防
災
全
体
計
画
の
協
議

を
行
っ
た
。

②
町
内
７
ヶ
所
の
防
災
備

蓄
倉
庫
に
ア
ル
フ
ァ
米
約

８
千
食
、
乾
パ
ン
約
２
千

食
、
保
存
水
約
２
万
渥
。

最
大
避
難
者
数
の
１
日
分

　

今
後
５
年
間
で
全
国
の

小
学
生
に
農
山
漁
村
で
の

長
期
の
宿
泊
体
験
活
動
を

通
し
て
教
育
活
動
を
展
開

す
る
と
文
科
省
・
総
務
省
・

農
林
水
産
省
が
発
表
。
お

茶
や
梅
な
ど
池
田
の
特
色

あ
る
農
産
物
や
自
然
豊
か

な
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上
で
も

チ
ャ
ン
ス
だ
。
若
い
職
員

が
活
躍
す
る
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

 
町　

長 

　

豊
か
な
自
然
も
研
修
施

設
も
あ
る
。
町
が
農
業
で

も
元
気
に
な
り
、
子
供
達

の
育
成
に
貢
献
で
き
る
よ

う
施
策
を
進
め
た
い
。

大
地
震
に
備
え
て

　

防
災
対
策
の
徹
底
を
！

自
主
防
災
組
織
を
機
能
さ
せ
た
い

最
低
で
も
３
日
間
の
食
糧
は
自
分
で
確
保
を
！

子供農山漁村交流プロジェクトを
　  地域振興に生かしては？
町が農業で元気になり
教育に貢献できるのはよいことだ

を
確
保
。
毛
布
・
青
シ
ー

ト
・
担
架
・
仮
設
ト
イ
レ
・

ジ
ャ
ッ
キ
・
浄
水
器
も
。

③
第
一
次
避
難
所
・
町
内

　

ヶ
所
の
公
共
施
設
が
避

１５難
所
。

④
県
想
定
の
備
蓄
モ
デ
ル

品
に
よ
り
上
限　

万
円
。

２０

３
分
の
２
を
町
が
補
助
。

防
災
倉
庫
も
導
入
。

⑤
民
生
児
童
・
福
祉
委
員

が
毎
年
、
要
援
護
者
を
把

握
。
災
害
マ
ッ
プ
は
県
内

６
市
町
村
し
か
な
い
状
況

で
当
町
は
い
ち
早
く
対
応
。

⑥
自
主
防
災
組
織
の
充
実
。

安
心
見
守
り
隊
に
よ
る
平

常
時
の
見
守
り
、
災
害
時

の
活
動
を
お
願
い
す
る
。

　

老
人
・
乳
幼
児
な
ど
災

害
弱
者
の
備
蓄
品
の
再
考

を
。
図
上
訓
練
・
地
震
の

講
演
会
な
ど
啓
蒙
活
動
も

必
要
。

　 
町　

長 

　

今
後
は
具
体
的
に
進
め

た
い
。

　
（
※
詳
細
は
議
事
録
を
）

阪神・淡路大震災による室内の状況

防災倉庫
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一 般 質 問

　

町
内
の
岐
阜
関
ヶ
原
線

に
地
下
道
は
７
か
所
あ
る
。

現
状
は
、
周
辺
の
雑
草
、

落
書
き
、
ゴ
ミ
、
電
燈
の

不
具
合
が
あ
る
。
常
に
保

守
、
管
理
し
て
ほ
し
い
。

 
町　

長 

　

県
の
管
轄
の
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
は
町
で
全
部
保
守

管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

奉
仕
活
動
の
一
環
で
塗
装

工
業
界
に
公
共
施
設
の
落

書
き
落
と
し
を
毎
年
一
回

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
を
基
本
と
し
て
、
環
境

保
全
を
重
視
す
る
森
林
と

木
材
生
産
を
重
視
す
る
森

林
の
２
つ
に
分
け
て
、
５

月
に
県
森
林
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
制
定
さ
れ
た
。

池
田
町
も　

％
を
森
林
が

４２

占
め
る
事
を
考
え
る
と
、

こ
れ
に
参
加
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

 
町　

長 

　

森
林
組
合
と
素
材
生
産

者
が
提
案
者
に
な
っ
て
で

き
た
。
１
団
地　
　

程
度

５００
ha

の
面
積
が
必
要
で
あ
り
、

池
田
町
の
よ
う
に
急
傾
斜

で
は
、
高
性
能
の
機
械
導

入
は
、
む
ず
か
し
い
。
町

と
し
て
は
全
体
的
に
治
山

を
進
め
る
が
、
里
山
エ
リ

ア
再
生
交
付
金
事
業
制
度

も
あ
り
、
間
伐
を
し
て
の

森
林
整
備
を
図
り
た
い
。

町内の地下道を行く小学生
　

池
田
町
に
在
住
の
外
国

人
は
、　

か
国　

人
。
企

１７

３１６

業
誘
致
す
れ
ば
さ
ら
に
増

え
る
が
、
安
全
対
策
は
ど

う
か
。

 
町　

長 

　

地
域
活
動
に
企
業
を
通

じ
て
参
加
し
て
も
ら
い
、

地
域
の
方
と
の
文
化
交
流

を
深
め
て
も
ら
う
様
、
工

場
会
・
警
察
と
も
協
議
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

竹中芳弘 議員

　

在
町
の
外
国
人
対
策
は
ど
う
か
！

地
域
と
企
業
で
対
応
を

県森林づくりプロジェクト
　に参加したらどうか

里山整備と間伐で再生を計る

中学生の森林体験学習 　

町
内
の
地
下
道
は
も
っ
と
清
潔
に

今
後
共
地
域
と
町
で
管
理
し
て
ゆ
く
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一 般 質 問
　

岐
阜
関
ヶ
原
線
に
関
連

し
て
平
成　

年
に
池
田
町

１０

土
地
開
発
公
社
が
取
得
、

平
成　

年
池
田
町
が「
道
路

１２

事
業
用
地
」と
し
て
購
入
し

た
土
地
（　

㎡
）
が
目
的
ど

２０９

お
り
利
用
さ
れ
ず
、
民
間

企
業
が
借
地
料
も
払
わ
ず

に
一
体
敷
地
と
し
て
使
っ

て
い
る
。
早
急
に
解
決
を
。

　

他
に
も
町
有
地
が
民
間

駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
が
側
溝
の
占
有
料

も
含
め
契
約
変
更
し
て
い

る
の
か
。

　

他
に
こ
う
し
た
こ
と
は

な
い
か
。

 
町　

長 

　

事
業
用
地
の
替
地
を
含

め
て
非
常
に
難
航
し
た
。

町
が
取
り
あ
え
ず
「
道
路

事
業
用
地
」
と
し
て
取
得
、

そ
の
後
、
買
収
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
た
が
ま
と

ま
ら
な
か
っ
た
。
今
年
の

　

月
に
は
解
決
の
見
通
し

１２が
つ
い
た
。

　

側
溝
は
法
定
外
の
公
共

物
の
占
用
と
し
て
占
用
料

を
も
ら
っ
て
い
る
。
駐
車

場
も
一
体
利
用
と
い
う
こ

と
で
価
値
が
変
わ
っ
た
の

で
単
価
ア
ッ
プ
を
含
め
て

調
整
し
て
い
る
。

　

ゼ
ロ
で
は
な
い
。
隣
接

の
地
権
者
に
買
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
努
力
す
る
。

 

　

来
年
４
月
か
ら
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対

策
の
特
定
検
診
が
国
保
に

義
務
付
け
ら
れ
、
５
年
後

に
は　

％
の
受
診
率
や　

６５

４５

％
の
保
健
指
導
率
、　

％
１０

の
改
善
率
が
達
成
出
来
な

け
れ
ば
後
期
高
齢
者
の
支

援
金
が
減
ら
さ
れ
る
。
現

状
と
見
通
し
に
つ
い
て
。

 
町　

長 

　

平
成　

年
度
の
受
診
率

１８

は　

％
。
こ
れ
を　

％
ま

３４.２

６５

で
上
げ
る
の
は
大
変
。
検

診
の
負
担
金
も
現
行
の
千

円
よ
り
上
が
る
見
通
し
。

保
健
指
導
は
職
員
が
直
接

指
導
す
る
。
ま
だ
、
未
確

定
の
部
分
が
非
常
に
多
い

中
で
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。

　

総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン

以
来　

年
間
使
っ
て
き
た

１７

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
が

故
障
し
た
。
メ
タ
ボ
対
策

に
も
有
効
な
機
器
。
新
し

い
機
器
を
早
急
に
導
入
さ

れ
た
い
。

 
町　

長 

　

現
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

考
え
な
が
ら
増
設
出
来
る

よ
う
対
応
し
た
い
。早く新しいマシーンを（総合体育館）

町
有
地
の

　

民
間
利
用
は
適
正
か　
!?

地
域
と
企
業
で
対
応
を

野網義一 議員　

生活習慣病対策
　（特定健康診査

特定保健指導 ）は大丈夫か？
未確定部分が多く大変だ
　体育館のランニングマシーンを増設

メタボリックシンドロームの診断基準

これらの項
目のうち２
項目以上

必須項目

選択項目 高トリグリセライド血症≧１５０mg/dL　かつ／または
低HDLコレステロール血症＜４０mg/dL

収縮期（最大）血圧≧１３０mmHg　かつ／または
拡張期（最小）血圧≧８５mmHg

空腹時高血糖≧１１０mg/dL

内臓脂肪蓄積
　ウエスト周囲径　男性≧８５cm　女性≧９０cm
　（内臓脂肪面積　男女とも≧１００cm2に相当）
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Ｑ　

税
金
滞
納
の
徴
収
率
は
、

県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り

町
職
員
の
努
力
に
よ
る
。
他

市
町
か
ら
「
徴
収
方
法
を
教

え
て
」
と
言
わ
れ
な
い
か
。

Ａ　

問
い
合
わ
せ
・
視
察
が
あ

り
、
講
演
を
一
つ
頼
ま
れ
た
。

Ｑ　

水
道
・
町
営
住
宅
・
国
民

保
険
な
ど
に
も
滞
納
が
あ
る

が
、
他
の
課
と
連
携
協
力
は

し
て
い
る
か
。

Ａ　

関
係
の
課
と
情
報
交
換
し

な
が
ら
収
納
率
ア
ッ
プ
を
は

か
っ
て
い
る
。
個
人
情
報
に

は
十
分
気
を
配
っ
て
い
る
。

Ｑ　

固
定
資
産
税
の
伸
び
が
税

収
増
の
大
き
な
要
因
だ
。

ず
っ
と
右
肩
上
が
り
で
来
て

い
る
固
定
資
産
税
は
い
つ
ま

で
上
が
る
の
か
。

Ａ　

土
地
の
税
額
は
、
課
税
標

準
額
の
６
割
〜
７
割
に
な
る

よ
う
毎
年
５
％
ず
つ
上
が
っ

て
い
く
。
も
う
そ
の
標
準
額

の
５
割
ぐ
ら
い
の
所
へ
き
て

い
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く
は

上
が
る
。
地
価
の
下
が
っ
て

い
る
所
は
、
税
金
も
下
が
る
。

Ｑ　

町
債
は
政
府
資
金
よ
り
一

般
金
融
機
関
で
借
り
た
方
が
、

金
利
が
安
い
が
、
で
き
な
い

の
か
。

Ａ　

町
債
は
従
来
の
許
可
制
か

ら
届
け
制
に
な
っ
た
。
国
の

地
方
債
計
画
に
基
づ
き
、
政

府
資
金
に
つ
い
て
は
各
事
業

に
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
自
由
に
は

な
ら
な
い
。
金
利
は
固
定
金

利
。

Ｑ　

職
員
人
数
の
計
画
的
な
定

数
管
理
に
努
力
し
て
み
え
る

が
。

Ａ　

行
政
改
革
大
綱
に
の
っ
と

り
、
現
在
の
正
職
員　

名
を

１９８

平
成　

年
に
は　

名
に
す
る

２２

１８８

計
画
。
現
在
、
臨
時
職
員
は

　

名
。

９９
Ｑ　

同
一
部
署
に
長
年
い
る
職

員
も
い
る
が
、
人
事
の
方
針

は
。

Ａ　

１
つ
の
課
に
は
７
年
位
の

者
・
５
年
位
の
者
・
１
・
２

年
の
者
が
い
な
い
と
う
ま
く

回
ら
な
い
。
近
年
は
専
門
性

も
問
わ
れ
る
。
事
務
の
場
合

は
３
年
、
技
術
関
係
は
５
〜

７
年
を
め
ど
に
、
全
体
を
見

な
が
ら
人
事
異
動
を
し
て
い

る
。

Ｑ　

公
共
用
地
と
し
て
使
用
し

て
い
る
借
地
は
早
く
買
い
取

る
努
力
を
さ
れ
た
い
。

Ａ　

行
政
財
産
で
借
り
て
い
る

土
地
や
、
土
地
開
発
公
社
で

持
っ
て
い
る
分
を
町
へ
買
い

戻
す
よ
う
、
毎
年
２
千
万
円

〜
３
千
万
円
、
計
画
的
に
何

と
か
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

役
場
の
電
話
代
も
か
な
り

か
か
っ
て
い
る
。
町
内
は

も
っ
と
有
線
を
使
う
よ
う
職

員
に
徹
底
さ
れ
た
い
。

Ａ　

絶
え
ず
言
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
徹
底
す
る
。

付託案件
◎
平
成　

年
度
一
般
会
計

１８

決
算
の
認
定

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計

１９

補
正
予
算

総　

務　

委　

員　

会

総　

務　

委　

員　

会

100
％

99.5

99

98.5

98

97.5

97

96.5

96 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 年度

法人町民税

法人町民税

個人町民税

個人町民税

町税合計

町税合計

固定資産税

固定資産税

国保税

県下市町村
平均

国保税

県下平均

軽自動車税

軽自動車税

池田町と県平均の徴収率（現年）

4,832

5,742
6,387

2,600

2,741
7,432

8,483

8,916

8,189

7,205

6,364
6,279
5,957
6,152

5,508

4,160

徴収率 現年

2,529

1,964

1,538

1,397
1,713
1,489
1,749

1,020

6,225
5,667
4,967
4,566
4,468

4,403
4,488

過 年
3,448

現年
712

主
な
審
議
の
内
容

県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
税
金
の
徴
収
率
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Ｑ　

た
く
さ
ん
の
作
品
を
ゆ
っ

く
り
見
る
に
は
文
化
祭
の
２

日
間
は
短
す
ぎ
る
。
運
営
の

経
費
は
。

Ａ　

日
程
は
文
化
連
盟
で
協
議

を
し
た
い
。
最
近
は
大
人
の

出
品
に
比
べ
て
小
中
学
校
の

協
力
で
児
童
生
徒
の
出
品
が

多
く
な
っ
て
き
た
。
経
費　
８４

万
円
の
う
ち
一
部
を
連
盟
か

ら
出
し
て
い
る
。

Ｑ　

親
子
土
曜
教
室
は
発
足
し

て
５
年
、
町
の
定
番
事
業
に

な
っ
て
き
た
。
昨
年
度
の
延

べ
参
加
人
数
と
内
容
は
。

Ａ　
　

年
度
は　

回
開
催
。
大

１８

５６

人　

人
、
小
学
生　

人　

計

７１３

９４９

１
、
６
６
２
人
。

　
　

親
子
で
手
芸
や
料
理
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
子
供
の
数

が
減
っ
て
い
る
の
で
子
供
同

士
で
触
れ
合
う
機
会
を
増
や

そ
う
と
放
課
後
こ
ど
も
教
室

も
１
ヶ
月
に
１
〜
２
回
開
い

て
い
る
。

 

Ｑ　

地
域
に
よ
っ
て
は
医
師
不

足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
地
域
（
池
田
・
揖
斐
郡
）

は
ど
う
か
。

Ａ　

廃
業
さ
れ
た
り
高
齢
に
な

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て

厳
し
い
面
も
あ
る
が
揖
斐
郡

全
体
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

Ｑ　

南
部
公
園
の
ト
イ
レ
の
増

設
計
画
・
植
樹
・
休
憩
所
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

現
在
の
ト
イ
レ
の
北
側
に

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
で
小
２
基
、

大
２
基
増
設
予
定
。

　
　

公
園
の
南
は
水
が
よ
く
た

ま
り
根
腐
れ
が
心
配
さ
れ
る

が
試
験
的
に
樹
を
植
え
て
み

る
。
休
憩
所
（
ベ
ン
チ
）
は

単
管
パ
イ
プ
で
東
の
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
の
側
に
作
る
予
定
。

Ｑ　

教
育
費
の
光
熱
費
、
約　
４００

万
円
の
不
用
額
の
内
容
は
。

Ａ　

電
気
代
と
水
道
代
の
節
約

の
結
果
で
あ
る
が
、
各
学
校

で
も
平
均　

万
円
程
度
、
公

４０

民
館
と
庁
舎
合
わ
せ
て　

万
１２５

円
の
自
助
努
力
の
結
果
。
今

後
も
更
な
る
努
力
を
重
ね
た

い
。

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
は
張
り
紙
が
多
く
、
中
が

暗
く
て
見
え
な
い
。
雨
の
こ

と
も
考
え
ひ
さ
し
や
カ
ウ
ン

タ
ー
を
付
け
る
な
ど
し
て
受

付
ら
し
く
な
ら
な
い
か
。

Ａ　

構
造
上
の
問
題
も
あ
り
難

し
い
が
検
討
し
て
み
た
い
。

付託案件
◎
平
成　

年
度

１８

・
一
般
会
計
決
算
の
認

定
・
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定

・
老
人
保
健
特
別
会
計

決
算
の
認
定

※　

年
度
４
月
か
ら
従

２０来
の
老
人
保
健
制
度

か
ら
岐
阜
県
広
域
連

合
に
よ
る　

歳
以
上

７５

の
後
期
高
齢
者
に
対

す
る
保
険
制
度
が
発

足
す
る
予
定
。

◎
平
成　

年
度

１９

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

・
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

主
な
審
議
の
内
容

池田町クリーンセンター

文化祭
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Ｑ　

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
着
地

料
の
寄
付
金
の
根
拠
は
。

Ａ　

約
２
㌶
の
借
地
料
や
年
３

回
の
草
刈
代
を
い
た
だ
い
て
、

関
係
者
に
払
っ
て
い
る
。

Ｑ　

山
頂
道
路
の
通
行
止
め
期

間
を
短
く
出
来
な
い
か
。

Ａ　

毎
年　

月　

日
か
ら
翌
年

１２

１５

３
月
末
ま
で
を
通
行
止
め
期

間
に
し
て
い
る
。
雪
が
少
な

い
時
よ
く
聞
く
が
、
管
理
が

難
し
い
。

Ｑ　
「
美
濃
い
び
茶
」を
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る

が
、
お
茶
の
品
種
改
良
や
乗

用
型
茶
刈
機
の
普
及
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

Ａ　
「
や
ぶ
き
た
」へ
の
品
種
改

良
は　

％
弱
、
圃
場
整
備
が

５０

進
ま
ず
導
入　

台
に
留
ま
っ

１１

て
い
る
。
産
地
と
し
て　

㌶
１００

は
確
保
し
た
い
。

Ｑ　
「
い
こ
い
の
森
」の
測
量
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　

土
壌
汚
染
の
関
係
で
遅
れ

て
い
る
が
早
急
に
進
め
る
。

Ｑ　

温
知
小
学
校
南
の
歩
道
の

測
量
は
。

Ａ　

工
期
が　

月
末
で
一
応
、

１１

測
量
結
果
が
で
き
て
い
る
が
、

歩
道
の
幅
を
３
ｍ
に
す
る
か

　

ｍ
に
す
る
か
詰
め
て
い
る
。

２.５
Ｑ　

旧
川
口
屋
交
差
点
の
改
良

を
進
め
ら
れ
た
い
。

Ａ　

地
権
者
と
交
渉
の
場
を
持

て
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

国
道　

号
線
の
横
断
歩
道
は

４１７

用
地
の
確
保
が
出
来
な
く
て

も
実
現
出
来
る
よ
う
公
安
と

交
渉
中
。

Ｑ　

水
道
料
金
の
滞
納
者
に
督

促
状
や
催
告
状
を
出
し
て
い

る
の
に
手
数
料
が
入
っ
て
な

い
の
は
お
か
し
い
。

Ａ　

取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今

後
は
税
金
と
同
様
督
促
料
も

い
た
だ
く
。

Ｑ　

滞
納
が
目
立
つ
地
区
が
あ

る
が
ど
う
し
て
か
。　

Ａ　

そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る
が
、

催
促
等
努
力
し
た
い
。

Ｑ　

池
田
温
泉
新
館
ロ
ー
タ

リ
ー
工
事
は
い
つ
か
ら
始
ま

る
。

Ａ　

ま
も
な
く
着
工
し
、
工
期

は
年
内
の
予
定
。

付託案件
◎
字（
下
東
野
）区
域
の
変

更
◎
平
成　

年
度
決
算
及
び

１８

平
成　

年
度
補
正
予
算

１９

　

一
般
会
計

・
北
部
簡
易
水
道
事
業

・
南
部
簡
易
水
道
事
業

・
農
業
集
落
排
水
事
業

・
公
共
下
水
道
事
業

・
温
泉
施
設

・
水
道
事
業

建
設
産
業
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

主
な
審
議
の
内
容

池田温泉
新館

岐阜関ヶ原線

県
道
大
垣
池
田
線

道の駅施設予定地

池田温泉
新館

岐阜関ヶ原線

県
道
大
垣
池
田
線

道の駅施設予定地

池田温泉新館ロータリー　工事１０月から始まる

乗用型茶刈機による収穫（願成寺地内）と『美濃いび茶』
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Ｑ　

平
成　

年
度
、
工
事
状
況

１９

は
ど
う
か
。

Ａ　

上
八
幡
地
内
と
田
畑
地
内

で
３
か
所
。
新
た
に
上
八
幡

地
内　
　

を
追
加
施
工
す
る
。

４９
ha

Ｑ　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２０

２２

は
。

Ａ　

池
野
連
担
地
域　
　

の
計

２５
ha

画
で
あ
る
。　

年
度
に
は
霞

２２

間
ヶ
渓
街
道
か
ら
南
を
進
め

て
い
き
た
い
。
予
定
よ
り
１

年
か
２
年
短
縮
で
き
る
状
況

に
あ
る
。

Ｑ　

全
体
の
整
備
は
い
つ
に
な

る
の
か
。

Ａ　

池
田
処
理
区
は
平
成　

年
３６

度
ぐ
ら
い
。
北
部
処
理
区
を

含
め
て
平
成　

年
度
ま
で
に

３８

完
成
し
た
い
。

 

Ｑ　

下
水
道
料
金
の
従
量
制

（
メ
ー
タ
ー
制
）は
ど
う
な
っ

た
か
。

Ａ　

今
の
状
況
で
は
１
年
、
２

年
で
従
量
制
に
す
る
の
は
難

し
い
が
、
引
続
き
検
討
す
る
。

下
水
道
特
別
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会

H２３〜２９

H３０〜３８

H２０〜２２

H１７〜１８
H１９

H９〜１６
池田浄化センター

主
な
審
議
の
内
容

平
成　

年
度
管
路
工
事

１９

区
域
下
水
道
工
事
計
画
、

そ
の
他
進
捗
状
況
の
説

明
を
受
け
た

公共下水道事業　整備予定計画
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Q　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
等
は
な
ぜ
必
要
か
。

A　

町
の
財
産
、
町
債
等
の
債
務
状
況

や
償
還
能
力
を
明
ら
か
に
し
、
来
年

度
以
降
に
引
き
継
ぐ
財
産
と
住
民
負

担
が
わ
か
る
表
で
経
営
感
覚
で
の
大

事
な
資
料
に
な
っ
て
い
く
。

Q　

前
年
と
の
比
較
、
他
町
と
の
比
較

等
一
人
あ
た
り
の
コ
ス
ト
を
出
し
て

は
ど
う
か
。

A　

他
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
今
後
出

し
て
い
く
。

Q　

町
政
の
運
営
に
お
い
て
企
業
的
感

覚
は
重
要
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
税

収
の
中
で
ど
こ
ま
で
推
進
し
反
映
出

来
る
か
。

A　

最
小
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
経
営
効
率
等
の

追
求
は
企
業
も
行
政
も
同
じ
で
あ
り
、

目
的
が
収
益
性
か
公
共
性
か
の
違
い

で
あ
る
。
平
成　

年
度
決
算
を
踏
ま

１８

え
状
況
を
提
示
し
て
い
く
。

Q　

土
地
明
細
書
に
面
積
を
記
載
で
き

な
い
か
。

A　

昭
和　

年
以
降
の
決
算
統
計
よ
り

４４

算
定
は
し
て
い
る
。
近
年
の
も
の
な

ら
計
上
出
来
る
。

Q　

土
地
開
発
公
社
の
所
有
地
も
含
め

時
価
評
価
額
に
す
べ
き
で
は
。

A　

総
務
省
の
ル
ー
ル
で
や
っ
て
い
る

の
で
時
価
で
な
く
買
い
取
り
価
格
だ
。

Q　

１
、
０
０
０
万
円
以
上
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
こ
れ
だ
け
の
効

果
、
成
果
が
あ
っ
た
と
の
成
果
表
を

作
成
さ
れ
た
い
。

A　

作
成
す
る
必
要
は
あ
る
の
で
、
今

後
作
成
し
提
示
す
る
。

Q　
　

年
度
約
１
、３
６
１
万
円
の
徴
収

１８
を
放
棄
し
た
不
納
欠
損
額
の
内
容
は
。

A　

町
税
約
１
、
３
３
４
万
円
、
町
営

住
宅
使
用
料
約　

万
円
の
未
納
分
。

２７

　

尚
、
今
後
も
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
広
報
誌
で
町
民
が
わ
か
り
や

す
い
形
で
引
き
続
き
掲
載
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
、
資
金
収
支
決
算
書

に
つ
い
て
説
明

編

集

後

記

　

八
月
の
記
録
的
な
猛
暑
と
九
月
の
厳
し
い
残
暑
は
、

私
達
の
生
活
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
、
農
作
物
等
へ
も
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
が
、
十
月
に
入
り
よ
う
や
く
朝
夕
涼

し
く
な
っ
て
き
た
。

　

米
や
豆
の
取
り
入
れ
、
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
と
、

自
然
に
何
で
も
集
ま
る
恵
ま
れ
た
人
間
社
会
。

　

し
か
し
、
野
山
に
住
む
熊
や
鹿
達
は
食
べ
る
の
に
必

死
で
、
今
年
も
あ
ち
こ
ち
で
熊
の
出
没
が
聞
こ
え
る
頃

と
な
っ
た
。
ど
ん
ぐ
り
な
ど
実
の
な
る
木
が
少
な
い
の

か
、
熊
達
も
食
糧
難
の
為
、
や
む
を
え
ず
人
里
に
現
わ

れ
、
農
作
物
や
果
実
に
被
害
を
与
え
て
い
る
。

　

昔
と
違
い
、
山
林
と
人
の
関
わ
り
が
薄
れ
、
手
入
れ

も
届
か
ず
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。
地
球
の
温
暖
化
に
よ

る
自
然
の
変
化
が
、
動
植
物
ば
か
り
か
私
達
に
も
容
赦

な
く
襲
い
か
か
っ
て
く
る
感
が
す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

次
回
は　

月
初
中
旬
に
議
会
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
に

１２

お
で
か
け
下
さ
い
。

（
安
田
）

主
な
審
議
の
内
容




